
人権に関する県民意識調査

[結 果のあら孝し ]

調 査 組 事

調 査 目的 :県民の人権についての意識を把握し、今後の人権施

策を推進していくうえでの基礎資料とする。
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高 細 県

人KE Nま もるくんと人KE Nあ ゆみちゃんは

人権イメージキャラクターです



基本的人権の周知度

「日本国憲法で保障されている基本的人権を知っているか」と問いたところ、 「知つている」の割合は、

861%と 9割 近くを占めており、 「知らないJは 121%と なつている。

そう思わない

99略
日本の基本 的人権

日本の基本的人権について、 「知っているJと 答えた人に、 「今の日本は

基本的人権が尊重されている社会だと思うか」と問いたところ、 「そう思う」

の割合は203%、 「いちがいにはいえない」は678%と 7書J近くを占めて

おり、また、 「そう思わない」は99%と なつている。

無回答
6跡

人権意識の変化

人権意識の変化について、 「国民一人ひとりの人権病講は、4～ 5年前に

比べて高くなつていると思うか」と問いたところ、 「そう8う 」の割合は

274%、 「いちがいにはいえない」440%、 また 「そう8わ ないJは 224

%と なつている。

われtFl l堪臀
人権に対する考え方

人権に対する者え方については、 「一人ひとりの人権は尊重されるべきだよ

関心のある人権問題

0       10

66略

むしろ制限

す末さ
1 1 6特

社会生活においては、ある程度の制約もやむを得ない」の割合が492%と 半数

近くを占めており、次いで 「一人ひとりの人権は、何よりも尊重されなければな

らない」305%、 「人権という名のもとに、権利の速用がみられるので、むし

ろ制限すべきである」は116%と なつている。

障害者

同和問題

子ども

高齢者

犯罪被害者と

その家族

女性

関けのある人権問題については、 「障害者」の

書J台が566%と 最も高く、次いで 「同和問題J

454%、 「子ども」431%、 「高齢者」422%

などとなつている。 (複数回答)

●

紡
物



現在の社会 における人権侵害の存否

現代の社会における人権侵書の存否については、 「多く存在するJの 中では、 「エイズ患者 HiV感 染

首」の割合が295%と 最も高く、次いで 「犯罪被害者とその家族」259%、 「障害者」255%な どの順と

なつており、また、 「多く存在するJ、 「ある程度存在する」を合わせた 「存在する (合計)」 (以下同じ)

では、 「障害者」の割合が657%と 最も高く、 「同え0問題」650%、 「支性」Fo8 9%と続いている。

一方、 「アイヌの人々Jで は、 「わからないJの 書J台が399%と 高くなつており、 「存在する (合計)J

の277%を 上回つている。

同和問題

女性

子ども

高齢者

障宮者

HV感 染者隼

ハンセン病忠者等

外国人

アイヌの人々

刑を終えて山所した人

犯罪被害者とその家族

インターネット

わから

多く存在する    あ る程度存在する 存 在しない ない  無 口答
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人権侵書の経験

人権侵書の経験について聞いたところ、 「あるJの 書J合は316%、 「ないJは 664%と なつている。

人権が侵害 された と思 つた内容

人権が侵書されたと8つ た内容について、

人権侵書の経験が 「ある」と答えた人に問い

たところ、最も書J合が高かつたのは、 「あら

ぬ噂、他人からの悪□、かけ□」で580%

と5割 を超えており、次いで 「名誉 信 用の

き損、福辱」315%、 「プライバシーの侵

書J213%、 「差局」待遠J189%と なつて

いる。 (複数回誉)

人権が侵害 された と思 つた ときの対応

0            10           20

あらぬ噂 悪日

か げ 日

名誉 信用の

き損、侮辱
プライパシーの

侵告

差別行退

悪臭巧蚤音等の

公■

家族 親せきに

相談

何もしなかつた

左人、同僚
に司に相談

相手に抗議

警察に相談

人権が侵言されたと思つたときの対府につ

いて、人権侵書の経験が 「あるJと 答えた人

に問いたところ、 「家族、親せきに相談した

Jの 割合が363%と 最も高く、 「何もしなか

った」350%、 「反人、職場の同僚 上 司に

相談 したJ317%、 「相手に抗議 したJ

242%と 続いている。 (複数口答)

(上位5位 )

(上位5位 )

0



人権が侵害 された場合の対応

人権が侵害された場合の対応について、人権

慢書の経験が 「ない」と答えた人に聞いたとこ

ろ、 「身近な人に相談するJの 割合が最も高く

480%と 半数近くを占めており、 「相手に抗

議する」124%、 「法務目や人権擁護委員に

相談する」84%と 続いている。

身近な人に相談

相手に抗議

法務局や人権擦護

委員に相談

弁護士に相談

警奈に相談

家族から聞いた

学校の授業で
教わつた

学校で友達から
開いた

近所の人から聞いた

テレビ・ラジオ
新聞 本などで

知った

同和地区 ・同和問題を知った時期

同和地区 同 和問題を知つた時期について問いたところ、 「6歳～12歳未満 (小学生のころ)」 の割合が

373%と 最も高く、次いで 「12歳～15歳未満 (中学生のころ)」 268%、 「18歳以降」105%な どの

順となつている。一カ、 「おぼえていない」は73%、 「知らない」は14%と なつている。

同和地区 同 和問題を知ったきっかけ

同和地区 同 和問題を知ったきっかけにつ

いて、最も割合が高かつたのは 「家族から間

いたJの 293%で 、次いで 「学校の授業で教

わった」273%、 「学校で演達から聞いた」

106%と なつている。

同和地区や同和地区の人を意識する場合

意議することは
ない

結婚するとき

隣近所で生活
するとき

仕事上でかかわり
を持つとき

不動産を購入
したりするとき

「同示0地区や同和地区の人を気にしたり、

意識することがあるか」と問いたところ、

「気にしたり、意識することはない」とす

る割合が最も高く457%と 半数近くを占

めている。

一方、気にしたり癒識したりすることに

ついては、 「結婚するとき」が343%と

最も割合が高く、 「隣近所で生活するとき」

109%、 「仕事上でかかわりを持つとき」

108%と 続いている。(複数回誉)

0

(上位5位 )



同和地区出身者であることがわかった場合の対応

同和地区出身者であることがわかった場合の対応については、 「これまでと同じように親しくつきあう」の割合が

802%と 3割 を超えている。一方、 「表面的にはつきあうわ【できるだけつきあいは避けるようにする」は70%、

「つきあいは、やめてしまう」は04%と なつており、また、 「わからない」は68%あ った。

同和地区出身者 との結婚 につ いて (子どもの結婚)

同和地区出身者との結婚 (子どもの結婚)に ついて、既婚の人に

聞いたところ、 「子ともの意志を尊重する」の割合が最も高く482

%と 半数近くを占めており、次いて 「親としては反対するが、子ど

もの意志が強ければしかたない」は302%と なつている。一方、

「絶対に結婚を認めない」49%、 「家族や親戚が反対すれば、橋

嬉を認めない」29%と なつており、また 「わからない」は138

%あ つた。

同和地区出身者との結婚について (自分の結婚)

絶対に結婚を
認めない

4 駅

家族争が反対

すれば結婚を

認めない

2鶴

絶対に

結婚しない

2 駅

家族等の反対が
あれば結婚しない

68略

伺和地区出身者との結婚 (自分の結婚)に ついて、未婚の人に

聞いたところ、 「親の説得に全力を注いだのうに、自分の意志を

貫いて結婚する」の割合が最も高く361%、 「自分の意志をF

いて結婚する」は265%と なつており、これら2つ を合わせる

と626%と 6き↓を超えている。

一方、 「家族や親成の反対があれば、結婚しない」は68%、

「絶対に結婚しない」は28%と なつており、また 「わからない」

は278%あ った。

同和問題の解決 についての気持 ち

同和問題の解決についての気持ちについては、 「とくに自分

で努力したいとは者えていないが、差月」しないようにしたいと

8つ ている」の割合at520%と 半数を超えており、 「同和問題

の解決について、自分のできる限りの努力をしたいと言えてい

る」は92%と なつている。

一方、 「とくに吉えたことはない」196%、 「自分としては

どうしようもないことだから、とくになにもするつもりはないJ

は122%と なつている。

なにもする
つもりはない

12跡

0

子とヽ の意志を

辛重する
48外

紘す毎,イ
,解様:'ウ
|つ"4

できるはり

努力したい



同和問題の解決方法

同和問題の解決方法については、 「県民

自らが、差別をしないよう人権意識を高める

念識を高める努力をする」の督」合が376%

と最も高く、次いで 「同和地区のことなど□

に出さす、そつとしておけば、差別は自然に

なくなる」325%、 「行政が、差BU意識を

なくし大捲を大切にする教育 啓 発活動を積

極的に行うJ256%と なつている。

(複数回答)

女性に関する人権上の問題点

人権意識を高める

と別は自然に
なくなる

人権を大切にする
教育 啓発

分散してl■む
よう1こする

行政などに
働きかける

引定的な役割
分fH=説

音比やを言が
nrれされる

職場における
差別イ↓遇

大による芸夕ヽの

夕庄内呆力

セク跡 タ
′ヽラスメント

女性に関する人権上の問題点については、

「男女の固定的な役書J分担意識を他の人に

押しつけることJの 督J台が381%と 最も

高く、次いで 「女性ということで意見や発

言が無視されることJ312%、 「職場に

おける差属」待通」299%と なつている。

(複数回答)

女性の人権を守るために必要なこと

女性の人権を3る ために必要なことについ

ては、 「男女ともに、働きながら、家事や育児

介護などを両立できる環境を整備するJの 書J

台が最も高く、743%と 7割 を超えており、

次いで、 「男女平等に関する教育を充実する」

が382%、 「議員や企業役員など意思 方 針決

定の場への女性の参画を推進する」240%、

「女性のための人権相談や電話相談を充実する」

202%と なつている。 (複数回答)

働きながら
家のことができる

環境の整備

男女平年に関する
教育の充実

古思 方針決定の
場へ′)参両

相談体制の充女

啓発活動を推進

0

(上l~51立)

(上l‐5臣 )



男女の雇用機会について

「男女の雇用機会を均等にするために

財要だと思うもの」について閣いたとこ

ろ、 「暮集 採 用時に男女平等に採用す

るJの 割合が528%と 最も高く、次い

で 「昇進 昇 格の機会を男女同一とする」

482%、 「職場の会議等には男女ともに

参力Dする」334%と 続いている。

(複数回答)

仕事と家庭の面立について

精護弘奎戻俺蓮

計秦 糖鰹

センタこの翻に進
所定外労盤練鰹
看護休

撃梨橿羅

「仕事と家庭の面立のために行政がど

とのようなことに力を入れたらよいと8

うか」について聞いたところ、 「青児

介護体業制度の導入を促進する」の割合

が最も高く、717%と 7誉Jを超えてお

り、次いで、 「年次有結休暇の計画的取

得を促進する」317%、 「フアミリーサ

ポートセンターの整備を促進する」288

%、 「所定外労働時間の短縮を促達する」

277%と なつている。 (複数口答)

萎瀑騨ヨ
昇進・昇嶋役整会名

男鋼盆紀参輪甲を
ら 構
仕詫智陽

0 0 9 6

(上位5位 )

(上位5位 )

子どもに関する人権上の間題点

子どもに関する人権上の問題点につい

ては、 「反人なとから仲間はすれにされ

るなど、いじめを受けること」の割合が

621%と 最も高く、次いで 「保護者に

よる子どもへの虐待」や 「いじめをして

いる人や、いじめられている人を見て見

ぬlsNりをするJが それぞれ563%、

490%と なつている。 (複数回誉)

仲間はずれなどの
V じヽめ

保護者による虐待

だぼ勤銘
大人が考え方を強制

部活動でのしごき

0

(上位5位 )



子どもの人権を守るために必要なこと

他人への思いやり
を教える

成績重視の改め

教師の資質字を
高める

家ltt rtlの人間関係
の安定

生きる力を
身に付けさせる

アタ`―卜年への人Ⅲiや
止ブチが側猥さ'しること

建物牛の″リアフリーが
図t,″Lていない

lll独な4:活を
送つていること

気確にⅢ談できる
場Plがない

|1別な存在として
扱われること

子どもの人権を守るために必要なことに

ついては、 「子どもに、他人に対する8

いやりを教えるJの 昌」合は519%、 「成

績だけを重んじる教育の在り万を改める」

は512%と それぞれ5書」を超えており、

続いて 「教師の人間に、資質を高めるJ

358%、 「家庭内の人間関係を安定させ

るJの 280%と なつている.(複 数□誉)

子 どもが虐待 されていると知 つた場合の対応

子どもが虐待されていると知つた場合の対応については、

「児童相談所や福祉事務所、警察、民生 児 童委員などに

連絡する」の書J合は523%と 最も高くなつており、 「子

どもの通つている保育所、学校等に連絡するJ142%や

「直接、その家族に確かめてみるJ71%を 含めた 「何ら

かの対応をするJの 合計は736%と 7書」を超えている。

また、 「何か行動をおこ1/たいが、こうしたらよいかわ

からないJは 151%と なつている。

高齢者に関する人権上の問題点

そのl L

1 0町

オ,力ヽらなtヽ

5Ⅲ町
 無 卜」体

特にイ可支)しない

10■

どうしたらよいか

オ,からオボい

151ヽ

lr接その家族に

確かめる

7 1町

l l十" " F  十仕■に

と話する
11 2片

高齢者に関する人権上の問題点に

ついては、 「アバートなどの住宅ヘ

の入居や就力が高齢者ということだけ

で制限されることJの 富J台が379%

と最も高く、次いで 「道路、乗物、

建物等でバリアフリーが図られてい

ないことJ368%、 「家族や地域と

の交流が酸遠がちで孤独な生活を送つ

ていることJ319%と なつている。

(複数回答)

0

(上位 5位 )

(上位 5位 )



百齢者の人権 を守 るために必要なこと

高齢者の人権を守るために財要なこ

とについては、 「高齢者を地域で支える

仕組みを整備するJの 書J台が、430%

と最も高く、次いで 「気軽にいつでも何

でも相談できる体制を整備する」383

%、 「りない負lBで自由に移動できる交

通手段を整備するJ375%、 「道路、

乗物、建物等のパリアフリー対策を充実

させる」370%と なつている。

(複数回答)

庫害者に関する人権上の問題点

に
相談体制の整備

交通手段の整備

バリアフリー対策の
充実

住居の確保

就労環境の整備

鍋 響縁ド
じろじろ

見られるなど

交通機関の
利用が不便

道路 店舗等の
利用が不便

結婚問題で
周囲が反対

障害者に関する人権上の問題点について

は、 「就職 職 場で不利な扱いを受けるこ

と」の書」台at56 4%で 最も高く、次いで

「じろしろ見られたり、避けられたりする

こと」407%、 「外出時に交通機関の利用

/1t不便なことJ354%と なつている。

(複数口答)

障害者の人権を守るために必要なこと

障害者の人権を守るために嚇要なこと

については、 「道路や交通機関、建物等

のパリアフリーイしなど障書者が生活しや

すいまちづくりを推進する」の割合が

601%と 最も高く、次いで 「住居の確

保や、就労環境を整備する」436%、

「ホームヘルプサービス (訪間介護)や

デイサービス(通所介護)などの生活支援

を推進する」4■5%と なつている。

(複数回答)

錯馳凝進
就雰誓蓄冴望祷
生詔里後藩能鰹

埠意馬虐催
啓発活動の推進

0

(上位 5位 )

(上1立5位 )



診療拒否等
地域社会垢箔害曇
プヴ材ヽデ埼が摩雪
解芙 畳
ぉ汗言篠ご占壕

H:Vほ 製書等の人権を守るために必要なこと

HiV感 染者等の人権を守るために嚇要

なことについては、 「エイズ患者 HiV

構梨者について、正しい情報の提供や理解   啓 発活動の推進

を深める啓発活動を推進する」の書J台が   ェ ィズに関する

520%と 最も高く、次いで 「学校等で工
    製 雷

イズに関する教育を充実する」が376%、      保 護の徹底

「エイズ意者 ,HiV感 業者のプライバン   相 談体制の充実

―保護を徹底する」が303%と なつている。   地 球天食鶴客
機会の確保

検
確

(複数回誉)

外国人に関する人権上の問題点

0            10

輪 磐録下

現羅習襲能
ア′
鶏策議

鮪鞭嘉

HiV感 染者等に関する人権上の間

題点については、 「医療機関における

診療拒否やプライバンーの漏洩、無断

で検査が行われること」の割合が

330%と 最も高く、次いで 「地域社

会における排斥や悪意のある噂が流さ

れること」279%、 「マスコミによ

リプライパシーが侵書されること」

229%と なつている。 (複数回誉)

外国人に関する人権上の間題点について

は、 「就贈 贈 揚で不利な振いをうけるこ

と」の割合が340%と 最も高く、次いで

「国や文化の違いにより、嫌がらせなどを

受けること」336%、 「アパー トなどの

住宅への入居が困難なこと」295%と な

つている。 (複数回誉)

0

(上位 5位 )



外口人の人権を守るために必要なこと

外国人の人権を守るために財要なこ

とについては、 「泉文イしの理解のため、

外国人との交流を促進する」の割合が

354%と 最も高く、次いで 「学校等で

実文化に対する理解や尊重に向けた教

育を充実する」324%、 「外国人の持

つ実文イしに対する理解や人権尊重に向

けた啓発活動を推進する」322%と な

つている。 (複数回誉)

官舜活■ ・曹窮記事害の◆加 ・閲寛様況

暑誘紫韓捷鰹
異文化教育の充実

啓発活動の推進

相談体制の充実

就職の機会均等の確保

テレビ ラジオ

新聞

広報誌ツミンフレット

雑誌・週刊誌

映画・ビデオ

啓発活動 啓 発記事等の参コ8 関 境状況

については、 「テレビ ラ ジオ」の割合が

618%と 最も高く、次いで 「新聞」も

559%と 5割 を超えている。そのほかで

は、 「広報話やパンフレット」352%、

「範読 過 刊話」326%と なつている。

(複数回誉)

人権意路を高めるための官発方法

「人権意識を高めるための啓発方法で、

特に効果が高いと思うもの」について閣

いたところ、 「テレビ ラ ジオ」の書」台

が618%と 最も高く、次いで 「新聞」

415%、 「講演会 研 修会」315%、

「広報議やパンフレット」195%と な

つている。 (複数回答)

テレビ・ラジオ

新聞

講演会 研修会

広報誌・パンフレント

映画・ビデオ

く上位5位 )

O



人権を尊■する心やは度を育むための敏育について

「人相を尊重するいや態度を百むた

めの教育について、学校でどのような

散有を行つたらよいと感うか」と問い

たところ、 「すべての児童 ・生徒よ

『自分の人権』についてきえるような

叡者を進める」や 「障きのある人や高

齢者などとのSれ あいの掘を多く砿

交流体験を通した教育を進める」の翻

台瓜 それぞれ36β %、 367%と 高

くなつており、次いで 「すべての児童

・生徒が自分を有定的に閣ぬ 璃

持てるような教育を進める」287%

となつている。 (複数回答)

っv!軽牲雛
灘

持g裂;泉撮害
劫Ⅲ癖V線

輩鋒
般製 緋害

人構尊■の社会愛配のため必要とこと

' 0 9 6

「人権が尊重される社会を実現するた

めに財要なこと」について聞いたところ、

「学校教育や社会教育を通して、人権を

尊重する教青活動を積極的に行う」の創

台が604%と 最も高く、次いで 「県民

自らがポランティア活動などを通じて人

権意識を高める」329%、 「行政が人

権奪室の視点に立つてさまさまな施策を

行う」300%と なつている。

(複数回答)

積極的な教育活動

磁 輔 笙

霞輪
蜘

行政による会議妻嬢

人権に関する県民意識組査  [結 果のあらまし]
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